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２号様式  協議の経過  

我妻委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変御苦労さまでございます。大分、日差しも春らしくなってきて今日

は暖かいようですけれども。 
始まる前に試食もさせていただきまして、大分おなかのほうもきつくな

っていましたけれども。 
ただいまから総務産業建設常任委員会の研究討議に入ってまいりたいと

思います。よろしくお願いします。 
常任委員会、委員全員出席しております。委員会は成立しております。 
これまで農商工連携ということで研究討論重ねてまいりましたが、前々

回１月末ですか、ＪＡとの意見交換なども行ってまいりまして、その前に

は町内の主な各企業さんとの意見交換、それにも産業振興課の課長さん、

はじめ職員さんにもお付き合いいただいていますけど。そういったもの一

連のを踏まえながら、担当課である産業振興課の皆さんと本日はざっくば

らんに意見交換をさせていただければなと。そういうことで今日の場を設

定させていただきました。意見交換を踏まえながら私たち議会としてどん

な提言を出していったらいいのかというのを最終的にまとめていきたいと

思いますので、今日は率直な意見交換をさせていただきたいと思いますけ

れども、よろしくお願いします。 
意見交換する意味で職員の皆さん、大体この前も、分科会審査でも顔を

合わせていますから、いいですね。自己紹介はね。 
今言いましたけれど、予算審査でも分科会で議論されていますが、あん

まりこの農商工連携というか、そこには踏み込んだ議論は予算審査ではや

ってこなかったと思います。そういったものも含めながらざっくばらんに

意見交換させてください。 
始まる前に新商品の試食もさせていただきました。その関連でちょっと、

あのマメは自分のところで栽培したものを使ったカレー食に結び付けてい

るということですが、特別なマメですか、ひよこ豆。普通、大豆でいいの

かな。品種になんか特殊性があるんですか。（「というわけではないみたい

です」の声）ないんですね。すると今、町全体ですすめている政策でやっ

ているマメなんかも一応そこに使い得る。 
鎌田主事 そうですね、今回、ひよこ豆･･･。 
我妻委員長 ひよこ豆はね。あのカレーはね。 
鎌田主事 業者さんにつきましては、有機野菜という形で･･･。 
我妻委員長 有機栽培が特徴ね。 
鎌田主事 はい。 
我妻委員長 さて、さっき言いましたけども、みどりのとの意見交換等も含めて今日
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の場を設定させていただきましたので。まず、議員の皆さんが率直に聞き

たいことは出していただいて、それに担当課のほうからそれぞれ担当され

ている職員の皆さんで意見をもらうと。そうことでいいですかね。 
あと今、資料もいただきましたんで、これも参考にしていただいて。 

佐藤課長 議長がもしあれなら、資料のほうを先に。 
我妻委員長 説明してもらいますか。 
山岸委員 うん。そうだね。 

我妻委員長 今、頂いた主に六次産業化の意見交換という題をつけていただきまして、

お手元に頂きましたんで、まずこれ、説明いただいて、そこから始めてま

いりますか。 

よろしくお願いします。 

小林補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業振興課の小林でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日、意見交換ということでございましたので、手元の資料のほうで、

現在取り組んでいるものですとか、あるいは私ども、業務を推進しながら、

こう考えている、検討している内容とか、全部が町の正式決定でも方針と

かという意味合いではなくて。そういった業務を推進していく上でも考え

ていることなども含めて意見交換の話題提供という形で資料を作成させて

いただきましたので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

裏表でつくっておりまして、横に１、２、３、４ページという形で移動

していきますので、その流れで簡単に話題提供という形で御説明申し上げ

ます。 

まず町の六次産業化に向けた取組の方向というところで、現在、総合計

画のほうでは、第３章が産業という形になっておりまして、力強い産業が

いきづくまちづくり、その10項の施策の一つに六次産業化を含む施策を設

けてございます。六次産業化や農商工連携を促進するために商品開発や販

路開拓に必要な知識の習得あるいは技術の習得といったことを支援をしま

して、施策の展開では個性をいかした魅力のある農業の展開を図ると、こ

ういう形で事業を実施してございます。特にそこの施策の主要目標として

掲げておりますが、経過期間であります５年間の中で、町内産業農産物な

ど、町内産業商品を使ったものを20食品をなんとか創出していきましょう

ということを目標に掲げまして取り組んでいるところでございます。平成

28年度から本格的に取り組みをスタートさせたところでございまして、そ

の推進に当たっては、「うみ」「そだて」「はぐくむ」といった視点から事業

を推進することを念頭において進めていく状況でございます。 

具体的には人材育成の支援、商品開発の支援、販路開拓の支援というこ

とで人材育成についてはセミナーを開催しましたり、商品開発については
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新しいこの制度を立ち上げたりと。商品の販路開拓については町の支援を

行ったりということで 28年度から事業を展開してきたところでございま

す。 

左下の付加価値創出商品開発支援事業補助金の内容を計算しておりまし

たけれども、こちらを先ほど御試食いただきましたカレーでしたり、ある

いはシードルでしたり、大豆でしたり、この事業を活用して今回商品の開

発を支援させていただいているという状況になってございます。 

六次産業化という形で事業は実施しておりますけども、付加価値を創出

していこうと、こういうことを強く意識しておりまして、農業者だけでは

なくて、一般の農商工の関係の方とか、そういった方も対象にしながら事

業を推進しているという状況でございます。 

右側に移りまして、新しい商品を持っていることで、先ほど紹介をいた

しました３商品も支援事業を活用して創出したところなんですけども、参

考までに御紹介をしますと、そのほかにもいろんな商品が少しずつですが

出てきているような状況になっております。 

駅東のＴ．Ｃａｆｅさんが作っているみさとブレンドというコーヒーが

販売開始になりました。これはキャラクターなどもパッケージに使いなが

ら商品販売をしている状況です。 

その隣は手作りハムのズルチェということで、これはとんたろうさんが

北浦梨のシーズンに合わせまして商品を販売していると。どっちかという

と、にこごりみたいなイメージなんですけども、洋風の。そういったもの

も新しい商品として出てきております。 

伏見豆腐さんの北浦梨のおとうふムースということで、こちらも伏見さ

んのところも北浦梨を使った商品、たくさん作っていただいているんです

けども、また新しい商品ということでヨークベニマルさんの中で販売をし

ているという状況でございます。 

一番最後の商品は木の屋さんが焙煎有機玄米という美里産米のコメを少

し焙煎して混ぜたソフトクリームを木の屋さんの自営の直売所で販売して

いただいている。 

こういった形で、まだまだ量は多くはないですけれども、こうした形で

補助事業だけでなくていろんなサポートをしながら商品開発を進めている

状況でございます。 

裏のページに移っていただきまして、儲かる六次産業化、リスク管理の

視点から整理をした図なんですけども。リスクをまず、既存の販売先、新

たな販売先。そして既存の生産物、新たな生産物といった形でこう整理を

してみまして、それぞれのリスクを管理面からちょっと眺めてみたいと思
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いますけども。 

手段１というものが既存の生産物で既存の販売先。これは当然、大きい

売り上げ改善にはつながらないんですけども、既存の商品、既存の販売で

すからリスクが一番小さい、こういう形になるかと思います。 

次に手段２ということで、既存の生産に加えて新たな販売先というケー

スです。これは中間流通を経由しないことから新たな取引きによって販売

単価の向上等が見込むことができます。ただ、一方で販路の開拓あるいは

価格の交渉、代金回収など、これまでなかった新たなリスクも同時に生ま

れてくるケースです。 

手段３については、新たな生産、既存の販売先ということで既存の販売

先にありますので、取引きのリスクは少ないんですけども、やはり商品開

発に新規に投資するリスクがあるという形になります。 

手段４ということで新たな生産、新たな販売先。４つの手段の中では最

も売り上げの増大が見込める手法でありますけども、一方で販路の改革、

代金回収、設備投資等々、リスクも大きく。ただ、一般的に六次産業化と

いうふうに強調されるところですね。どちらかというと手段４という形の

ほうをイメージしがちになっているのかなというふうに思っております。

手段４、大変魅力的なんですけども同時にリスクも持っているということ

が私どもが推進する上で常に頭に置きながら対応しているというところで

ございます。 

その右隣にいきますと、もっとも先般の予算委員会のときにも御説明を

させていただきましたけども、集落営農組織の法人化支援事業の概要とい

う形で、設定がございます。 

六次産業と法人化、あまり関係ないかなというふうに言われる状況もあ

るんですけども、私どもはそれぞれ、関係があるという形で事業を推進し

てございます。 

簡単に事業の御案内をいたしますと、支援事業の概要は、事前の準備段

階の支援を行います。合意形成段階の支援を行います。法人経営を想定し

た段階の支援を行います。主にこの３つのステップで１年間かけて支援を

していきますけども、同時に我々が意識している視点は、人の問題、環境

の問題、しくみの問題、これをいかにつくり上げていくかということを念

頭に置きながら支援をさせていただいております。幸い、この事業があっ

たから活性化したというふうに思いたいところなんですけども、大柳地区

がもう来週、再来週には設立をいたしますし、町区、高城さんは３０年中

に設立でもう動き出しております。さらに和田、起谷地区の皆さんにも支

援のスタート、来年度からスタートしていく方向で進んでおります。今ま
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で青生地区の一つだけだったんですけども、こういった形で法人という経

営体が美里町に展開しつつある時期にきております。これまでの任意の組

合から法人格を取得した団体の経営に変わってきてございます。 

実は法人経営の状況を別の視点から見たのが一番左下のカットになりま

す。第一次産業の法人の指向性という形で、法人の動機付けなんですけれ

ども。実は第一次産業、農家の集落営農の皆さんも法人化するという一つ

の視点でお話を申し上げますと、まずは少ない金額、あるいは設備投資、

大型機械が買えるよというような視点でしたり、あるいは耕作の負担軽減

が図れる、そういった補助金の受け皿ができますよとか。どちらかと言い

ますと、いまの時点ではそういった動機付けのほうが大きく作用している

というのが第一次産業の法人化かなというふうに聞いております。 

一方、二次産業、三次産業の法人化をするという方々のケースを見ます

と、やはり取引企業あるいは金融機関への信頼性を確保したり、取引先に

口座をきちんと開設したりですとか、そういった面がどちらかというと法

人になるときの動機付けとしては大きいのかなと思っております。 

法人化の理由をそれぞれ比較しますと、どちらかというと第一次産業は

効率的な部分を念頭に置いて進めていく、二次、三次のほうはどちらかと

いうと効果を意識した法人化をしていく、という状況がある側面から言え

るのかなと思っております。 

いずれにしましても、法人になりますと、一般的にはその普遍的目標と

しまして、まず企業を存続させること、そして企業を成長させることとい

った目的が出てまいるかというふうに思っております。 

私ども法人化の支援としましては、この「存続指向」から「成長志向」

へシフトさせる。ここが実は六次産業化の基盤づくりにつながっていくん

ではないかというふうな考えで推進をしてございます。例えば、農商工連

携六次産業と言いますと、どうしても、新商品をつくったり、販売をした

りというふうなことを意識しがちなんですけども、法人化になりまして、

農産物の経営栽培を実施する、これもある側面から見れば、農・商・工が

連携をしている形になりますし、そういったところも、トータルで考えて

推進していきたいなと思っているところでございます。 

右の最後のカットになります。作り上手より売り上手、マーケティング

の視点からというふうに書かせていただきました。 

いろんな、こう私なんかも勉強をしながらなんですけども、よくやっぱ

り講師先生に言われるのが、いいものつくる点では皆つくっているんです。

いかに売るかということが今の時代むしろ大切なんです。ということをよ

く言われます。そういった視点で、商品開発あるいはマーケティングとい
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うことを考えていったはずなんですけど。いわゆる、商品開発の流れを左

側から右側に展開しているんですけども、第１段階、第２段階、第３段階

というふうに整理をしておりまして、緑の白抜きのほうは消費者視点で書

いています。マーケティングと言われる部分の４Ｃと言われる部分ですけ

どもカスタマーバリュー、コスト、コンビニエンス、コミュニケーション

というところです。 

一方白のところに緑色の枠で書いてあるのが生産者側の視点ということ

で、よく商品開発をこの段階を踏んでやっていくという形で言われている

んですけれども、製品あるいは商品の企画を検討していく。どういったも

のにするかというものを第一段階で検討します。 

第二段階では価格ですとか、商品価値の整合性を取ったり、あるいは共

同商品の企画をしたりとか。第三段階にいきますと、流通の関係、売り場

が会社対会社なのか、会社対個人なのか、そういったところを検討してい

くと。最終的には販売組織活動ということで、どこで誰に具体的に売って

いくとか、さらにはインターネットを使ったり、一雑誌を使ったり、そう

いった販売組織活動をしていくというのが、一般的な商品開発の流れとい

う形になってございます。 

実はこの３段階、４段階が私どもとしましては、活性化拠点施設という

のを頭に入れながら、実は進めてきたところがありまして。この販売チャ

ンネルを確保していくということが、じつは視点を変えますと売る商品の

ターゲット層を明確にできるというメリットがあります。そうしますと３

段階、４段階が課題が解決されておりますと、１段階、２段階の作業に集

中するほうと聞いています。そういった流れがあるのかなというふうに思

ってございます。 

そういった形の経過を踏みまして六次産業化の促進、作り上手より売り

上手という形に展開してございます。 

私どもとしましては、次の課題としましてはやはり売るという出口対策

が非常に重要になってくるのかなというふうな認識の中で準備をさせてい

ただいているところでございます。 

以上、簡単ですけども情報、話題提供という形で終わらせていただきた

いと思います。 

我妻委員長 今、資料に基づいて説明いただきました。 

皆さんのほうから、まずお聞きしたいこと、意見も含めてでも結構でご

ざいます。 

じゃ、私のほうからちょっと、今の説明と関連しますが、私たちもこの

農商工連携に軸足を移したというのは、やっぱり今まで六次産業というと、
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どうしても生産者が加工、販売までやろうというところでの、生産者を地

軸にした取り組みのように考えられるということで。そうじゃなくて、あ

る地域内にいる生産者、加工業者、販売業者、それを連携を取れないかと

いう、ここにも入っていますけどね、農商工連携。そんな観点でこの去年

から農商工連携という軸足を置いて協議してきたわけですが。今説明あっ

たように、この集落営農組織、これ一次産業のほうの効率化を目指すとい

うことで。これらのとさっき試食させてもらった、あれ有機農法で作られ

た産物を加工して販売する。ある意味では六次産業だよね、基本的にね。

そういったものを生産の効率性を高めるのと、地域内にある商業加工業と

の連携、これがまた一つ、また後で瓶のほうのあれも結び付くのかと思う

んだけど。そういう意味では、それぞれの団体があるわけですよね、町内

に。生産は農協、商業は･･･、工業、加工もかな、商工会とかそういった人

たちの総体的な議論、連携というかね、その辺はこの今の説明の中ではど

んな連携があらわれているのかなというの、ちょっと。 

小林補佐 町内の皆さんの連携という、近くでもいいんですが、連携の具体的な展

開については今のところまだ実施をしておりません。さまざまな方が今   

こういった商品開発なり、専農を通じて新しい若い方も徐々に参加をして

きている状況でございます。やはり、ネットワークを作って何かを展開す

るとなりますと、意外に若い人にそれが苦手な方もいらっしゃるとか。ま

た、いろんな意味でまだまだこう元の人数が足りないといいますか、もう

少し、こういった人、個々のプレーヤーさんを発掘して育てて支援してい

きながら、時機が来ましたらそういったこれを加工するネットワークを作

ったり販売をそれぞれ、例えば一つを納品するのは、皆さん個々でやって

いるのはちょっと連携してやったりとか、そういった動きが想定できるん

ですけども、今の段階ですとまだまだ商品が足りませんので、むしろ技術

開発、商品開発のほうを支援させていただくというほうにどちらかという

と力点を置いているという状況でございます。 

我妻委員長 今のもう一つ聞くと、その第一次産業の法人化のほうは効率性を高める

というのは･･･。主に契約栽培とか、目は外のほうに向いているような気が

するんです。第一次産業の販路ね。それと特産品、今イメージして頭にあ

るんだけど、特産品のブランド品とか。確かに外にあるのはいいですけど

も、この町の特産だという町民が目を向けられるような品物、そういうふ

うにしてやっぱり、外にだけ目が向いていると、町内の人たちがなかなか

せっかく効率上げたの、生産物でも、いいもの作っているよと言ってもな

かなか町民の人たちが自信持てないというか、そこのところ、町内の人た

ちにも自信を持ってもらえる、そういうやっぱり町内での、何と言うかな、
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理解を広める取り組みというか、そういったものもやっぱり必要なのかな

と。ただ今はその技術開発と、商品開発のほうに力を入れていると。これ

からということにもなるかと思うんだけど。作ったものを町内のみんなが

共有できるようなそういう産業、それも並行して、そのためには、町内の

団体との情報交換というか、共有化する、そういう作業も必要なのかなと

思うんだけども、その辺はどう考えて･･･。あくまでも段階論ですか、ここ

まで技術開発だ、ここから商品、ここからここまで商品開発だと。この段

階までこなかったら町内の連携はないんだという、そういう段階論ですか。 

小林補佐 まず、農産物を、農業そのものが市場を変えますといいますか、需要の

ほうにあるかと言いますと、町内で全部消費できませんので、言い方をか

えると輸出産業というふうに思っております。ですので、美里町の方々の         

売地も大切なんですけども、消費する域外の方々が美里町の商品をどうい

うふうに評価してもらえるかということのほうが産業経済という視点から

は私はより重要なのかなと思っています。外にたくさん売って、中にお金

を持ってきて、その資金を美里町の中で回すというのが、多分理想なのか

なというふうに思っていまして。商品開発のほうの、やはりターゲットと

いうところから言いますとどうしてもそこ抜きで見ていくという形が私は

必要なのかなというふうに思っています。ただそれをまた町民の方が見た

ときに、例えばカルビーのポテトチップス、美里産のジャガイモを出して

いくといったところを美里の農業の魅力の一つとして町の皆様にも御理解

をいただくという場合は、皆さんがそういった視点で見ていただけるとい

うことはあると思っておりますけども。だからすごく難しいところはある

かと思っていました。美里の方がよくても周囲の方の評価が得られないと

産業として成立しませんので、そこはターゲットとしては、どちらかとい

うとやはり域外の方々をターゲットにしていくのが必要なのかなというふ

うには思っています。 

我妻委員長 それは分かるの。町内だけで消費しても、はっきり輸出しなければ外貨

は集まってこないんで。お金は集まってこないんで。町内だけで生産、町

内の人だけでちまちまと慰めて食べ合っているだけではね、それは分かり

ますけれど。ただ、町内、みんなでこう、美里の活性化、そこに向けてい

こうとしたら、町内でこういうものをつくっているんで、もっともっと町

内の共有化するという作業も同時に、今日はこうやって試飲、試食、我々

もそれも一つの手段だと思うし、そういったところは段階論ですかという

ことで、私、ある程度並行的な取り組みも必要なんじゃないのかなという

意味で聞いた。 

小林補佐 段階的にと言いますか、自然発生的にと言いますか、認知が例えば商品
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として認知がされていれば、それを町内、町外問わず、私は美里のものと

して生きてくるのかなというふうに思っていますので、それをあえて町内

に対して販売戦略や販売促進活動を限定的にかけてくということではなく

て、やっぱり同じ消費者という形で普及をしていったほうがいいのかなと

いうふうには考えています。 

我妻委員長 消費者と言うのではなくて第一次産業、さっき六次産業から出発した。

自分の生産したものを、それでは町内の加工、販売と連携できる、そうい

う視点もそういう意味での共有化し合う、あれも、だから六次じゃなくて

連携して町内の特産にする。それを一次産業はどうしても外に売って、資

金を外から呼び込まなくちゃないの、分かるけど、それを生産者が六次化

して技術開発、商品開発していると。それを横の連携でできるような力を

やっぱり、必要じゃないのかなという観点でその共有化と聞いたんです。 

小林補佐 すみません、ちょっとあの認識が間違っていました。すみません。 

そういった連携については、当然、生産コストを下げる意味でも地元の

人たちと手を組んだほうがいいわけですので、そこはなるべく地元、次は 

なるべく近くというイメージで事業を推進しております。ただ、それをシ

ステム化しているかと言われると、まだまだそこまでは至っていませんし、

商品によって作り方というのは変わってくるものですから、連携先も変わ

ってくるというのはあると思います。ただ、町としてはやはり町内で加工

できる業者さんがいれば、そこにお願いしたいと思いますし、やはり、そ

ういったことは意識しながらやりたいと思っております。例えば、先ほど

のシードルなんかも、もしかすると町内の黄金澤さんができるかもしれな

いですけど、ちょっとまだリスクが高くて、専門的にやっている方で近い

ところというのを探してやったりとか、徐々にそういった動きになってく

れば、地元で連携した商品というのを続けていきたいなというふうに思う

んですけれど。 

我妻委員長 いや今、直接出たけれども、町内でつくるとなるともう限られてくるん

だけど。それもなかなか一挙にあそこでというのは難しいのはあるかもわ

からないけど。この間、ＪＡと交流したときもＪＡは、やっぱり生産のほ

うに。だから契約栽培とか、そういうのをメインで。ただ、同じ生産のほ

うでも、もっとこう営農組織、団体であれ個人であれ、どういう作物が売

れるのとか、そういったのを農家の人たちが情報を共有できるような、あ

そこに行けば情報がすぐに得られるとかそういうことが必要じゃないかと

いう話もあったのね。ま、こっちもしたんだけども。そういう意味でその

農協、商工会、あと町、そして第一次産業ではこういう生産物が重点化す

るとか、じゃ、それを使って、それを自分で加工して店で売りたいとか、
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さっきのカレーじゃないけども、これもやっぱり、有機栽培のほうがいい

よねとか、そういった情報を共有できるような場を、生産者のほうではこ

ういうのを今指向してつくろうとしている。それを加工してやれるような

人があるんだったら、こういうふうに加工してうちの店でちょっと目玉に

しようかとか、そういうのを共有し合えるような場の設定というか、そう

いう意味での連携というの、さっきイメージしているのかなと。まだ今は

してなくても。 

小林補佐 場の設定はすごく意識をしています。 

我妻委員長 しているのね。 

小林補佐 しているんですけれども、まだかなと思っています。（「その段階に至っ

てないんだね」の声）もう少し、加工の･･･、なんと言うんですか、変な言

い方ですけれども、皆さんの温度をこう見ながら、まだちょっと早いかな

という気がしていまして、少しずつ温度が高まってきたのを現場で感じな

がら仕掛けてはいきたいなというのが、ちょっと本音では思っていました。 

佐藤課長  個別的には、例えば町内の飲食店さんとか、今、観光やっている方なん

かも直接的な取引はやっぱりあるんです。あなたのつくっているのは私の

ほうで買います、直接買いますという話を持って、ＪＡを通さないという

ふうなのは随所にあるんですけども、やっぱり、そこだけの部分でしかま

だなってないということで、全体的に例えば法人化なったときに、じゃ、

うちはここから供給をお願いしますというところまでは組織的な量の確保

とか、それがなかなか困難という状況にあります。例えば、南郷地域の学

校給食さんですとＪＡさんから仕入れてやっていますというのは、一定程

度のやっぱり共有の安定性がないと事業としては困ります。特に学校は給

食なんか出ますと、安全安心のほかに、給食だったら、給食出せないんで

は困りますという部分でもやっぱりニーズとしては安定的に供給してもら

わないと、という部分でそれだけのやっぱり連携できる形になれば、法人

化という部分は普通になってくるんでないかなという視点で今取り組んで

いる状況でございます。 

我妻委員長 さっき言ったように法人化の、青生みらいす一つだったのが、さっきの

話聞くと、三つ、さらに二つ、そんな感じで。その法人化、地元の法人化

された農業組織と、そこにこういう作物作ってくれれば、こういうふうに

確保したいよとか、そういったものも一緒に考えられるような、そういう

町からこういう作物というんじゃなくて、そういう場をこう、情報交換で

きる場をつくっていくのは町の仕事なのかなと。こういう作物で、こうい

うのを作りなさいじゃなくて、そういう、さっき今もう、個人の出始めで   

そういうのをもう少し、情報を得られやすいようなそういう場を設定して
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やってるのが行政なのかなと気はするんだけど。これからということもあ

るんだろうけど。さっき温度差というみたいに･･･。 

小林補佐 農業水産業者なんかも、ゆくゆくはネットワークが必要だというふうに

思っていました。今ようやく気運が高まってこれからやろうという時機で

すので、あんまりそこまで先走ってしまうと困るところもあるようですが、

当然生産ルート、課長が話したようにですね、会社間で大きく六次産業を

やっていこうとすると生産ルートとか、そういったことも安定してやって

いかなければいけませんので、一法人だけではできないことはやっぱり連

携を組んでやっていくという姿がこれから必要になってくるのではないか

なと思っていました。 

我妻委員長 この農業法人化のこの組織の中で六次化に向けてさっきのような契約栽

培だけでなくて、さっきのような六次化として、近くの人の農商工の連携

もあるかもわからないけども、まずその辺の考えを持って進めようとして

いるのも特徴あるのですか。この６団体。 

小林補佐 今、御支援させていただいているところで、設立とあわせて農産加工を

六次産業まで設備投資をするというところはないです。私たちもそこは勧

めていません。まずはきちんと法人を立ち上げていただいて利益を確保し

ていただいて、次の設備投資に備えてもらうということのほうが優先だと

思っています。ただ、法人化とあわせてさっきのリスクの段階で言えば、

２番目、３番目ぐらいになるんですけれども、せっかくなんで新しい作物

に挑戦しましょうとか、そういった動きは出ています。 

我妻委員長 私だけ聞いてもあれなんで。 

山岸委員 この資料を見てね、町としての進め方としてはベストな進め方をされて

いると思っています。それでちょっとお尋ねしたいのは、この開発支援事

業補助金、当年度３月31日までとなっているのは今月いっぱいということ

でいいんですか。対象期間、補助額。28年の、どの･･･ 

小林補佐 当年度ということですね。 

山岸委員 今月いっぱいが対象期間ということでいいんですよね。 

それで、この資料の裏側の４ページに、これに対象期間の中で補助額を

申請してきたのがこの４店の店ということでいいんですか。 

鎌田主事 こちら載せている４店につきましては、補助金の活用はしていません。 

山岸委員 活用はしなくて独自でやっているということね。 

鎌田主事 先ほど紹介した３軒だけがこちらの･･･。 
山岸副委員  ということはこの補助金を使ったのは１軒というか･･･ 
鎌田主事 先ほどの、紹介した･･･。  
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山岸委員  カレーの。 

 その店が１軒使ったということでいいんですよね、補助金を･･･（「３軒」

の声）あ、３軒使った。食べたやつと、ナシのワインと言うのかな、（「シ

ードル」の声）シードルと、カレーと（「マメと」の声）マメもね。 

 この四つの店とこれは全く今日、私たち試食したのとは関係ない･･･。 

佐藤課長  独自に･･･。 

山岸委員  これは独自にね。 

佐藤課長  独自に店のほうで･･･。 

山岸委員  あともう一つは、この新しい商品の動きということで販売期間というの

は限定されていますよね。当然、商品の内容によって夏場とか、冬場でし

か、あるいはナシなんかはね、一時期でしか取れないから、当然な結果で

はあるんですけども。ソフトクリームだけは年中、今出せるということで

いいんですけども。確かに今、まさしくホップ、ステップ、ジャンプのス

テップまで今ようやく来ているのかなと私印象を受けています。当然事業

者というのは、情報というのは自分でみんな調べますし、町がその情報提

供となっているその段階ではないですからね。我々だって、自分の必要な

仕事をやっているんであれば、同じ業者だったりあるいは組合だったり、

幾らでも情報取れますから。それは町でどうのこうのという話ではないと

思います。商品開発する人というのは、それだけ考えていますから。一番

はここに資料にあるようにリスクが必ずありますよね。それで新しい商品

に取り組むというと必ず資金も要るし、時間も要るし、人も要るしね。も

のすごくリスクがあるんです。その中でこれだけ商品開発を４店舗の方々

はやっているということは、ものすごく俺、すばらしいと思いますし、こ

れを育てていくのが町のほうの役割だと思っています。これをとにかく、

どんどん何とかこう継続的に持続的にこの商品を提供できるようなバック

アップは町でできたらいいなと思います。最低でも３年とか４年かかりま

すよね。新商品が町内の人に認知されるだけでも恐らく３、４年かかると

思います。一番私が思っていたの、萩の月というお菓子ありましたよね。

今ではもうすごい規模でものすごい売上やっています。あれもどこだっけ、

あそこは、あなたのほうの近くだよね。（「大河原」の声あり）大河原でし

ょう。あそこで、昔の小さな、本当にこの辺にあるようなお菓子屋さんで

開発したのが爆発的なヒットで今ものすごくメジャーな商品になっちゃっ

て、この辺のスーパー、デパート、全部入っていますよね。だから要する

に芸能人も歌手もＣＤもぽんとヒットするとすごい全国レベルで広がって

いくという、私はいつも商品開発がそこにいつかヒットするんでないかと

思って、ま、それがある意味、夢かもしれないけれども、そういうことを
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見据えてというか、そこまでたどり着くのは大変なことなんだけど、それ

らを町でどのようにバックアップするかということだと思うんです。だか

ら、今、さっきずっと説明聞いていると今ようやくこの人材育成と商品開

発、ここ３年の話ですよね。27年、28年、今年も含めて。これからだと私

は思っていますから。小林さんのこの資料つくったり、すごい内容はね、

全く私たち商工会の会議、こういうコンサルタントなんか理想的なこと全

部出てきますから、資料としては。見てね、もっとも、このとおり、その

とおりと思うんですよ。でも、これをどれだけ実践できるか、それを受け

入れてやれる事業主がいるかどうか、そこだと思います。一番は。でも、

駄目でなくて、やっぱり頑張って継続するしかないんですね。小さな地道

な努力を積み重ねていって、ようやくある程度のレベルまで達していくと

ね。それが成功してやっても、個人でやるというと必ず限界が来ますから

ね。そういうのが、町がどれだけバックアップできるかということが要だ

と思っているんですけれども。 

それで最後にお尋ねします。この新しい商品の場合、この４店舗は独自

で商品開発して今実際販売しているわけですよね。これは当然町のほうで

把握しているからこういう資料に載せられたと思うんですけども、こうい

う開発をしている方々にも、町としてのなんか支援というかバックアップ

というのは何かできる可能性はあるんですか。 

小林補佐 当然、商品開発の支援事業は皆さんといろいろ案内させていただきまし

た。ただ、やはり･･･、例えば、とんたろうさんとか、伏見さんのところな

んかも独自にぽんとやっちゃいますし、そういうところとかは逆に商品で

きた後の紹介を町のホームページで載せたりとか、いろんな物産のほう、

情報提供のところに入れたりとか、そういった形で御案内はさせていただ

いておりましたし、後は物産協さんとか、そういったところでのつながり

という形ですね。出来る人、どんどんやっていただけるので、補助金をま

だこれは使うまでではないなという商品とか、これ次やるときは使うとか

というのもあると思いますので。  

山岸委員  あと、美里町の発信している物産協であり、あと町の特色というか、そ

ういうの、観光的な発信するパンフレットありますよね。こういう方々の

商品もね、どんどん載せてほしいんですよ。それで宣伝効果につながるし。

個人で宣伝、パンフレット作ると、またお金かかるし、町のほうでそうい

うことを一緒に載せていただければ結構プラスになるんでないかと思うん

でね。 

佐藤産業振興課

長 

 商売やっている方はやっぱり商品開発が早いんです。いろんなものやっ

て、それで売れる売れないでまた切り替わってと。逆に農家の生産者の方
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は、今までそういう機会が逆にないので、そのステップでこれをつくって、

じゃ、加工したらどう売れるということとか、それらはやっぱりその町で

やるターゲットとしては若干違うということです。もう慣れている方は

次々研究して、やっぱり売れなくちゃ店としての知名度も上がらないとい

うので、そういう部分について町としても、県と主催している東京のほう

にもありますように、一緒に行って売るとか、県庁であるところで出店し

ませんか、というお話はさせていただきますので。 

山岸委員  そうですよね。宮城県庁なんかでも決まっているんだね。今週は宮城県

のどこどこ町の物産とか、俺ら夕べ、研修で行ってたりするんだけど。あ

と東京にも宮城県のアンテナショップありますよね。そいうとこにも各県

からも商工会なんかも物産観光協会も美里町のそういう商品を実際持って

いって、そういうこと実際やっていますからね。そういうときに、こうい

う商品をなんとか一緒にこう持って行ってね、やれるようにしてもらえれ

ばなおさらいいんでないかと思うんですけれども。一番は今、課長さん言

ったように、ここにいる方々、商工業者なんです。今言ったのは農家の方

が六次産業に取り組むときに、それなりの余裕とあるいは資金力だとか無

いとなかなか取り組めないんでないかと私は思っているんです。実際、今、

特に南郷地域の方は何軒か取り組んでいる方がいますからね。その方々は

ある意味、モデルにもなってるしね。一番は農家の方々が六次産業に取り

組むときのノウハウ、ま、それなりのノウハウはもうみんな知っていてや

っているんだけども。どれだけ売れて･･･ 

鈴木委員  一ついいですか。 

 今、副委員長の言ったのは、前、六次化の問題を取り上げていろいろや

っていましたけども、先ほど委員長の申したとおり、農家の方々のこれか

ら法人化、もしくは個人でやっている方々がそこまで、二次、三次まで行

けないので、今回農商工連携を考えましょう、という今回のテーマだった

と私は認識しているんですけども。その中で、ぜひ進めていただきたいと

いうのが、二次、三次。特にそういう、まあ、一次産業に関しては、本当

に美里町というのは取れないのがないくらい、産品はいろいろあると思う

んです。コメから始め、果物、本当に肉もそうですけども、さまざまなも

のがとれる所でどれを絞ってどれに焦点を当ててやっていくか、というの

が一番大切なことだと思っていますし、例えばその中でなかなか私たち、

つくっている方も、うまくアイデアも出ませんけども、やはり、その商品

開発、これ総統するという部分のアイデアをいろんな方々、例えば二次産

業の場では消費者の方含めて、または、もしか集団、生徒さん、高校生の

アイデアなども入れながら、さまざまなことを考えてやっているのが現状
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で。例えば、六次化で多分、西側の餅屋さんもいれば東側の町内の餅屋さ

んもあれば、本当に六次産業を農家としてやっている、本当にすばらしい

方々だと私は認識しております。農家をしながら、というのもありますし、

二次、三次に中心、今はスタンスを見ながらやっていますが、今はやって

いますけれども、そういう方々もおります。だから、例えばその中でやっ

ていくのに、どの商品というか、農産物といったらいいか、そこをどう使

っていけるか、あり過ぎるから選ぶのに困るんじゃないかなという具合で

私は思っていますし、だから･･･ 

我妻委員長 この前の重点化の。 

鈴木委員 はい。それでそこの中でやはり、副委員長が申した商工会、物産協また

は農協のＪＡ加工、生産部会含めてあとは中高生いろんなアイデアを頂き

ながら、例えば前、まちづくりでしましたふるさとのまちづくりコンテス

トじゃないですけども、ある程度そういうコンテスト的なことも何回か前

もしているとは思いますけども、新たにやっぱりそういうのも本当に町と

しての顔としての商品開発を、ということを皆さんでいろんな知恵を出し

ていただく機会に、ぜひ、私たちも仙台の生産部会もこういうのも見ます

けども、町としてのアイデアも皆さんの中から出していただいて。その中

でやっぱり意欲かけていって、淘汰されるというのは変ですけども、それ

を出していけるのが委員長が申したとおり何年かかかると。時間はかかる

でしょうけども、そこの部分が一番、入り口が窓口になればいいので、な

かなか厳しいかと思いますけども、私の意見もちょっといろいろバラバラ

ですけども。とにかく、商品開発を一番どうしていくかということなんで。

そしてもちろん、このホップ、ステップ、ジャンプなんですけども、この

人材はいっぱいいると思います。今、農家の方々、もちろん物つくってい

る方々、あと加工及び商業者の方、全部含めてそれぞれの人材はいっぱい

いるかと思います。これからの一番、この真ん中の商品開発とあります。

これが一番だと思うんで、ぜひ、そこをやっていただければ販路開拓、そ

こら辺は必ず商品開発がもしできた場合、必ずや進めていけると思ってい

ますし、それだけでやっている方々もいますので、ぜひ、私としても商品

開発に重点を置いていただきたいと。 

以上です。 

我妻委員長 前原さん。 

前原委員 俺的には、鈴木さん、そのとおりね、恵まれたと、何度もつくれる田ん

ぼをよく言うんですけど、そういうイメージが強くて、ただ、例えば鈴木

さんにしろ、私にしろ、20年は確実に出ると思います。海外の先進地の視

察に行っているんですよね。その中で将来のこういうふうになりますよと
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いうのを 20年前、30ぐらい近くに見ているわけですよ。自分たち、そう

やって今、商売やっていたり、農家やっていたりしていると思うんですよ。

それなりに研究はしていると思うんですけど。今も、これから頑張ろうと

している20代、または30代でもいいと思いますが、中心になっている人

間が頭でっかちになっているんですよ。もっといろんなものを見てもらっ

て、どうせならこうやってある程度流通つくっているんだよとか。例えば、

ワインの産地に行って、ワインも今は国際的にはすごい厳しい時代になっ

ているんですけども、そういう所を見てきて、フランスのボルドーという

とこが東北でやったとか、そういうのをじかで見てくると違うと思うんで

すよね。ただ、ものを何でもつくれる、つくろう、絞っていこうというん

じゃなくて、もっと違う意味で若い人たちにすぐ見てもらう。また違うの、

見えてくると思います。 

あと、もう一つなんですけど、つくっていただいたこれの６ページに集

団営農組織の法人化支援の概要のやつで、１法人はもう動いています。そ

の動いている法人は実際、経営的には今はどうなんですかね。 

小林補佐 青生さん、経営ですかね。ちょっと決算状況の中身まで確認はしないで

すけども。 

川名係長 さすがに決算の細かいところの確認はしてはいないですが、いろいろお

話を聞くかぎりでは、どうしても農業法人という面からすると収支金以上、

補助金の占める割合はどうしても多いというのは実際あるかと思います。    

実際そういうふうにおっしゃっています。ただ、そういった中で雇用を生

んでいるとか、あとは、地域の人材をうまく活用して仕事を提供して賃金

を払っているという状況、設備投資も順調に行われている、という客観的

なところから聞くと、かなり経営としては良好な経営をされているのかな

というふうに私は思っております 

前原委員 それで、そのとおり、立ち上げの準備という補助金はどうしても要ると

思うんですよね。それが年を経つことに、やっぱり減っていくじゃないで

すか。そういうときに、今言っていただいた雇用とか、あと設備投資とか、

そういう部分でやっぱり回らなければ、せっかく法人にしても意味がない

と思うんですけど、だからその辺のアドバイスというか、その辺の部分も

しっかり、アドバイスと言ったらあれですけども、していただくのも仕事

なんです。なかなか、農業法人、法人化はなってもさ、なかなか難しいと

思うんですよね。いろんな人が集まっているものですから。プロですけど

も、そういう部分では安定するまでの、例えば５年とかじゃなくて、10年、

15年、そういう後ろまで見ないとなかなか安定しないのかなと思いました。

お願いしたいなと思います。   
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あと、最後に一つ。説明の中で活性化施設、非常に残念だったという部

分もありました。それを賄うというか、それの代替施設って、そういうの

は考えているんですか。 

（「難しい質問」の声） 

小林補佐 ただ、出口対策は必要だなという認識ではおります。 

我妻委員長 代替というのは施設でなくて、そういう出口対策なにか変わったことと

いう･･･。 

前原委員 そう、そういうことです。 

我妻委員長 櫻井委員。 

櫻井委員 冒頭にね、我妻委員長が心配しているのが、私たちのほうの常任委員会

のテーマは農商工連携なんですよね。その農商工連携が町としてはどこま

で関わっていくか、どの程度までかと。私たちのほうで梨部会とか、いろ

んな所、現地を見てきてやったんだけども、連携までいってないんだね。

そこはそこで精一杯やっているの。だから今、小林さんが話してくれた技

術開発と商品開発、それに力を入れてまだ連携はいってないの。その農協

は農協、梨部会は梨部会、それから物産観光は物産観光、商工会は商工会、

これの連携が私、ずっと歩いてきて聞いて話がこうなってないんじゃない

か。そこを町がやっぱりどのくらい支援するか、どのくらいやっていくか、

ということが大事じゃないかなと思うんです。ただ、生産者がリスクはや

っぱり少ない、生産者が加工してそしてさらに販売もやる、個人で苦労し

てやっている人もいるのさ。コメ生産してね。これ加工して、どーんとや

っているの。パッケージ、自分でつくってね。だから生産者が加工できな

い、販路できない。ただ、南郷の安部さんだったかな、田んぼ何枚、あの

奥さんが生産して、そのものを自分で加工して今度、販路も自分でやって

いる。小さい取引でやっているんだよね。そこまでいくのは生産者が加工

して販路までというのはなかなかいけないから、生産者も加工者もやっぱ

り最後これなんだよ。利益で誰もやらないから。田んぼつくる人もそうだ

と思う。利益出ないんだから。年間の利益出なければしないんだから。手

放すんだから。だから行政がその農商工連携、例えば商工会、それから農

業生産者あるいは農協、梨部会とか、そういういろんな組織、単体の組織

あるね、それを連携させていくのは町でどうしたら連携していかなきゃな

いか。これが一番大事でないかなと思うんです。 

以上です。私の話は。 

委員長、そこまでしなきゃない。 

我妻委員長 今、櫻井さんから出た、町としての考えがあるの、そういうの。今の段

階では･･･ 
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櫻井委員 連携の協議はしていない。（「連携の協議はしていない」の声）（「そこの

できるその段階までいっていないんだな」の声） 

藤田委員 今、櫻井さん言われたように、先ほど小林さんの話でもその第一次産業

の法人化ね、どんどんと進んで浸透して、来年にも３か４、５くらいの法

人化の組織ができるという見通しがついたということであるんだけども。

だけどもまず、組織化することで手いっぱいで、この１年間、この支援策

を考えていろいろアドバイスしてやっていくと。と同時にやはり今言った

ように連携が取れていないもんですから。その中でもやっぱり、生産者も

一次産業、組織化された人たちも、いろんな、はっきり言って 60代、70

代近くの人が組織するわけですよ。そこでまず立ち上げて、何年かやって

その後で心配だという本音なんですけどもね。やっぱり、魅力があれば若

い人もどんどん後をついてくると思うし、いろんなところが入ってくると

思うんです。そこを含めてやっぱり周囲の中で行政としてその六次産業化

に向け出したその辺の何というかな、連携を取れるような町としての施策

を考えていかなければ生産者も大変だという話が事実出ているわけです。

とにかく、一生懸命つくって、一緒に頑張ってやるということでいるんだ

けども、これがまた年齢的なものがあって、その辺の兼ね合いとこの六次

産業あたりに出た、こういうふうにその一次産業の方々が六次産業にいく

まで我々もやっていくんだと、そういう意気込みを持たせるような施策と

いうか、支援というか、町でその辺、何か考えておることないですか。今

のところ何もないというわけであれだけども。（「そこまでいかないんだな」

の声）そこまで踏み込んでやっていかないと、みんな来ないと思うんだな。 

小林補佐 私の説明も･･･。連携しないというものではなくて、連携は意識はしてい

るんですけども。ただ、すぐできるものとできないものがあるということ

で御理解をいただければと思います。 

我妻委員長 その意識しているやつをどんなところから手つけられるのかなという

の、こっちも悩んでいる。 

藤田委員 まとめてあげていけるようなアドバイスみたいな何か考えておられます

かということ。一次産業の人たちがやっておられる、二次産業、三次産業

ね、六次化まで我々やっていくんだという、そういうふうに意気込みも持

ってこれから進んでいくような、あるいはやっぱりそれは考えていかなけ

れば駄目かなと私は、この間の説明会でいろいろ話を聞いて思ったんです

けども。 

小林補佐 やっぱり商売、産業、経済ですよね。最後儲からないと誰もやってくれ

ないと思うんですね。私どもその中でどう支援していくかという視点から

お話しますと、やはり収支のシミュレーションを使い、どういった経営に
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なるのかというのが明らかになってきますので、そこでの御提案はするよ

うにはしています。例えば、じゃ、コメを止めて新たにこれにチャレンジ

してみましょうとか、そういった形で例えば、黒字化するのに５年かかる

シミュレーションが３年で黒字化にするとか、そういった御提案はしなが

ら、その報酬のシミュレーション、収支のシミュレーションなんかをして

いくということはやっておりますので、そこであと、どう魅力を感じても

らうかということになるのかなと、こういうふうに思っております。また

新しい取引先、例えば、自分たち個々でやっている、こういうところと取

引してみたいというふうになれば、そこのところのマッチングを極力でき

るようなサポートはしていくところでございます。 

我妻委員長 要は、町は今、シミュレーション、収支のね、町は経営のそこまであま

り深く入ると最後町の責任になっちゃうから、やっぱり、町のできること

には限界があると思うんです。ただ、今最後に出た情報をつないでやる、

これはできるはずなんです。さっき私言ったけど、情報の共有化のできる

ような場、経営のコンサルタントまで町からやることはできないよ。そこ

までは町は踏み込まなくても私はいいと思うのね。ただ、この前農協とや

ったときに今、転作含めてマメの生産が多くなってきている。町内産のマ

メが町、さっき、ずんだとかいろんな、さっきのカレーもある。そういっ

た町内のいろんな加工なんかにどういうふうに使われるのかな。そこは全

然イメージされていない。生産だけで。そういうとこの農協のほうでもそ

れを言うとそこは各農家の利益、利潤、そっちの追求だから、売れる作物、

売れる作物と。みんなそうでしょ。そしたら町の活性化というとこ、どう

いうふうに、さっき櫻井さんが言われたように、みんな集約、一つの方向

にこう、こっちにやれということはできないけども、みんなのその情報を

出し合って、目を町内にね、産物というか、うちの町でこういうのつくっ

ているんだ、あそこでマメこういうのつくっていると。さっきは六次産業

は自分のところでつくって加工だけど。いや、町内でこういう人たちもつ

くっているよ。これもっと活用できないかなと。この前出たの、醤油屋さ

ん、あるけども、これも果たしてこれも町内のマメ使われているのかとい

ったら、ちょっとかなり厳しい。さっき酒屋さんの話出たけども、そうい

う意味で町が一本になっていくような仕組みをつくっていくのが町だと思

うんだ。だからそういう意味で、さっきの５産品でやっていくという、一

次産業で特産品。果たして、一挙にはできないよ。醤油屋さんにここのマ

メつくっているからここ使ってくださいとか、そういうのは農協の意見交

換でも難しいのは分かったから。いろんな会合、時間かけて重ねながらど

ういうふうに共通のさっきの産業活性化施設出たけど、施設ができたって、
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みんなバラバラであれば、そこに使わないであっちのほうが売れるからあ

っちに持っていくといったら何にもなんないでしょう。やっぱり美里町の

施設としてここにみんな多くの人が集中しようやというふうにどう町が持

っていくかが大きい仕事だと思うんだよね。 

佐藤課長 今、農産物、コメが特になんですけども、ムギも大豆も、ここ結構、生

産量が増えている。それで、やっぱりどこに売ったらいいのかという部分

でＪＡさんなんかは考えている。その中で町内でこの値段でやっても大丈

夫だよという値段で・・・ 

我妻委員長 なんないんです。 

佐藤課長 それがなかなか人気がある商品はほかに売ったほうが高く売れますか

ら。だけど、やっぱり、そこをそちらだって選ばざるを得ないというのが

ありますから。もうちょっとやっぱりこう量を増やしながら安定的にする

ためには今、藤田委員さんが言ったように農家のみなさん、あと10年経っ

たら代替わりだよねっていう非常に厳しいところにきているのが現実です

し、美里町内のいろいろな農地が近隣の法人からいろいろ引き込みが、ぜ

ひうちでやりますからということで、どんどんほかの人たちがつくってい

くという状況もありますので。その農地というのは定められた面積しかな

いので、これが農業法人の今までの収益の糧になりますから、それに対抗

できるだけの力がほしいというのが現実的なところです。きちんとしたも

のがつくることができれば、当然、使いたい加工の方々もぜひほしいとい

う話になってくると思うんで。今のところはそこだけの安定したものがな

いので安定した商品をロットとしてないというのがやっていって厳しいの

かなと。小島の安部さんなんかも・・・ 

我妻委員長 みらいすさんだって農作物固定しているわけではないよね。試行錯誤し

ながら作物を変えながら今、悩んでやっている状況だと思うんだよね。 

佐藤課長 補助事業のなるべくいいものをやってみて、プラスになるかどうかと試

験しながらいずれこの作物に特化しましょうという話になってくるかもし

れませんけども。あと少ない量で･･･やるということも、そこは考え方の違

いになってくるかと思うんですけど。 

我妻委員長 個人農家だからさっきの六次産業化も小回りが利くからやれる。法人化

となるとそこはなかなか今度は大きくなるから、作物の転換もなかなか難

しいし、臨機応変もできなくなるし、ちょっと難しいのね。 

佐藤課長 作物は、法人になれば年間通して何をやるかというが普通なってきます

から。季節ごとにやっぱり収入になるものを考えないと年間･･･ 

我妻委員長 法人化なればね。 

すると法人化でのさっきの六次産業化というの、なかなか今度難しくな
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ってくる。 

佐藤課長 そういうふうに連携という形になれば出てくると思うんです。個人農家

で六次産業と国のほうでは言っていますけども、実際に、それやっちゃう

と生産も管理も販売もとっても･･･。 

我妻委員長 それは小さいから安部さんとか今度、中埣のそういう小さいところでは

なんとか自分の作物を使って加工して販売できるけど、これが集団になる

とつくって加工して販売となると、さらに大規模だよ。 

佐藤課長 かなり大きな、それこそ農協さんくらいの組織じゃないと無理かなとい

う･･･。 

我妻委員長  できなくなるよね。 

そうするとやっぱり、そこは一次産業は生産で、この時季はこういう作

物、その作物に合わせた加工が近くにどういうふうに見つけられるか。 

佐藤課長 それで売れるんで、このところに農産物加工に必要だからつくってくだ

さいという話になったとこは、それがフィードバックしていくわけですよ

ね。 

我妻委員長 そうなっていけばいいんですね。 

佐藤課長 その段階で今、法人化というとこで、やっぱり基礎はつくらなくちゃ的

な話を今しているんです。そこで、今の農業情勢が30年から変わる中で農

家の労働者が今、どうするという、町内の商工業者の方も同じ悩みを持っ

ていますけども。労働力の確保ができなければ、次の結論は困難だという

話になっていますので。 

我妻委員長 法人化になって、さっきみらいすさんは、さっき出たように、地域の若

い人の声を少しはできてきているとこは、法人化ではそういう、つくった

ときは六十、七十の人たちがつくっても、その未来に展望が見出せれば近

くの人たちの雇用というのにもつながっていくんだろうけど。そこにどう

いう展望を見出せるか、その法人化したとき。 

佐藤課長 ですから今の、年配の方々は技術もあるわけですよね、結局は。技術を

ずっと培ったものがあるんです。その継承がないと、機械が操作できても

生産量は上がってこない可能性がかなりありますから。それをやっぱり引

き継いでもらって、会社としての農業をやっていただくほうがむしろ、農

業の会社員でするというのは初めですから、今。 

我妻委員長 オペレータでも、農業の本当、生産技術というの、伝わっていかないと

ね。 

千葉委員 俺、これ見て随分、考え方変わってきたなと、視点がね。やっぱり、現

実に近くなって。 

基本的に私は、あんまり考えたって、どうせできる仕事はあまりないん
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ですよ、こういうの、結論は。私から見たらね。そうすると、これは農商

工の連携。そうすると行政の商品となるのは何ですかといったら、基本的

には受けるほうから見たら、やっぱり金はできるだけもらいたいのね。そ

れから儲けるためには情報をもらいたいわけ。そうするとその情報を選ん

で、自分はお金と組み合わせをしながら結果を出そうとする。これは大体、

産業社会の一般的なものの考えです。そうすると、そういうふうな中だと

いうことはその中で行政がやっぱり何がということをまず自覚するものが

スタートだと私は思う。ここに基本的には、やっぱりいろいろ考えはあり

ますけども、日本の国の社会構造は、どういう社会構造の中にに今、自治

体というのもが存在するか。自治体は共同社会です。今生きていこうとす

るのは資本主義社会の自由社会ですから。意思決定するのは町民です。と

いうことは商売する人が意思決定する。行政は意思決定していない、でき

ないんですよ。意思決定したら、大体、失敗したらその責任がくるという

ことだから。そういう実態を踏まえた場合に行政ができるのは何かといっ

たら、やっぱり私が考えるのは、お金であり情報であるとか、そこにどう

いうふうに質を高めて情報提供、さっきも言ったように、シミュレーショ

ンだってシミュレーションという情報を提供していくんであって、日本一

のシミュレーションができるを経営システムつくって、やってやるんだっ

たら、絶対に指名されます。勝てるんです。だから、そういう情報の質を

まず上げると、自分たちでね。それからそれができなければやっぱり、一

般的に、普遍的にある情報をできるだけ新しく分かりやすく必要としてい

るものを届ける。それからお金は、いくらでも補助金いっぱいつくってや

ってもいいけども、自分のとこでできる･･･というのは、たいしたことない。

だけども日本の国から世界を考えた場合には、補助金に類する投資もある

わけです。どうやったら、投資の見込みができる情報･･･と、仕組みを自分

たちで持つか、というところが私が農商工の連携だと思うんですよ。だか

ら難しいですよ。こんなにあれをやろう、これをやろうと言ったら、たぶ

ん行政はしんどい。締め付けというか、決まりが多くてね。自由なところ

ないでしょう。お金は議会にも言われ、みんなだから。いくら課長が頑張

ったってね、自由にできるほんの少ししかない。だからそういう社会の中

でまず私は、行政がどこまで何を持っていく。それで例えば教育だって、

人材の育成。人材の育成ってどういう人を育成していくんですか。活性化

するために。そういうものは会社だって、商社なら商社はうちの会社こう

いう能力の人材を育成すると、会社だったら会社でこういうものを育成す

ると、決まっているんですよ。それに合わせて、あるレベルまで上がって

いる人間をさらに上げるわけですよ。それでも失敗は一回で終わり。この
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現実はやっぱり自分の利益あげます。と私は思って言ってきました。ただ、

えらく変わってきてね、視点良くなっていると俺は思います。視点は良く

なっていると。だからそこはね、あとね、最終的にコストなんですよね。

法人化でもいいんです。さっき言われましたよね。とりあえず、「入り」と

「出」で儲からないと駄目なんです。結論は。「出」の中には、「入り」の

中に補助金がいっぱいあって、全部「入り」を補助しているというか、そ

の補助金がなくなったときにも、ちゃんと継続できるよう、やっぱり力を

どうやってつくるかというのが、ほんのこれこそ、情報をきちんと提供し

ながら、やっぱり行政側の、すぐ目の前にある、私は大事な職務だという

ふうに思います。どこだって農業だけじゃないですよ、商業も、ずっと全

部、いろんな人いますよ、人口減らせだの、なんで減らすんだとかと。好

きで減らしているわけじゃないです。減るんですから。給料だって減るん

ですから。その中でやっぱり、行政の役割というのは、私は自分ではこう

いう役割だというものを逆に決めていって関与して、ということだと思う。

僕は連携というのはそういうことだと思います。そういう情報、それから

お金が欲しいからね、それは自分たちが出せないのも他の人が、あるいは

投資をいただく。そういう仕組みをどうやって提供していくかというのが

僕は大事だというふうに思います。難しくて言えない。 

佐藤課長 町は労働状況、先ほど、どうしても法令とかそういうほうに遵守してい

るということになりますと、やっぱりスピード化を求められるものに追い

ついていかないというのが現実にありますので、どうしても事業者さんが、

この時期にという、当然天気によって時期が変わるんですけども。国の予

算も含め４月１日から新年度という言い方になりますと、我々も補助金か

らすると非常に困っている状況です。その辺を考えますと民間の方々が事

業者として、どう我々が支援できるのかというと、きちんと回りながら、

主体的にやっていただくということが前提ですから。あくまでも町は支援

という形で、さっき言った部分を含めて対応していくということになりま

すんで。事業している方々が頑張ってもらわないと、いくら我々が後押し

しても前に進まないと思いますんで。 

千葉委員 意思決定は全部、みなさん。提案をしてそういう状況をつくらないと。 

我妻委員長 北海道でもあったけど、プレーヤーはその現場の人たちで。やる気のあ

るプレーヤーをどうつくり出すかなんだけどね。 

町が経営体をつくるんでないからね。町はあくまでも・・・ 

佐藤課長 どうしても商品開発って最初のリスク、金額は大きくないんですけども。

きっかけとして、こういうことで町は支援していますので、新たな発想と

して売れる商品を開発しましょうというところの着眼点が違うんじゃない
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かなと。 

我妻委員長 きっかけつくりとあと、さっき言ったように、その情報の共有化。それ

で、いいところがあったら、それも共有化させていくというか、どうつな

いでいくかと。 

佐藤課長 先ほど言っていただいたように、今それぞれの組織が一生懸命になって

やっている部分をこれから時間をかけながら、どうくっつけていくかとい

うのが産振の、その一番の役割になっていくのかなと思いますんで。幸い、

うちのほうは産業振興課に、商業関係の農業関係も同じ課ですから。   

ほかの町は別のところもありますし。 

我妻委員長 そこと物産観光はこれがどう有効に連携していくか、ほかの委員会から

はね、早く独立をという声も出ないことないんだけど。やっぱりさっきの

情報発信する組織としては一番大事な組織になっているから、そういうこ

とを･･･ 

佐藤課長 一番最後の販路の部分で売ったら、どういう評価があるのかという部分

というのは、そこでありますので。それをやっぱり返してもらうとこで、

こう変えてもらう、商品としてのスキルアップをしていくという、指導し

てもらうほうがやっぱり違ってくると思うんですね。味付け一つ変わった

ら全然、売上が変わってくるというのはありますので。パッケージ一つで

変わるという話も聞きます。 

千葉委員 ちょっともう一つだけね。六次産業の、ちょっと視点を変えてみるとね、

材料、それから加工、販売。言葉は違います。六次産業。いっぱいあるん

です、視点として。多分、みなさん、安心・安全なんです。この安心・安

全というの、この六次産業の上にどう行政として関われるかという仕組み

がもしつくれたら。愛想なんかどうでもいいんです。そういうの、なくて

も。やっぱりこの安心・安全というのがコストに入ってなかったんです。

従来の。全部コストですから。これは行政側がものすごく力入れて関われ

る視点だと私は思う。 

佐藤課長 千葉委員さんがおっしゃったとおりに安全・安心は最低限のベースです

から。これがないと例えば学校給食に食材を提供しますと、一番ハイレベ

ルな状態でないと供給できないという話になりますから。当然、地場産品

は安いよという話はありませんので、それなりの値段でやっぱり商売とし

ては成り立たないとおかしいという話なんで。うちのほうとして持ってい

ますので。当然、安全・安心はコストの中に入りますし、それを安定的に

供給するということもいかに大変かということも。 

我妻委員長 とくに議論しているのは全部、ほとんど食品だからね。 

千葉委員 それだけに管理の基準だから。 
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我妻委員長 ところでさっきのシードルだっけ、北浦部会なんかとの連携はさっき何

と言ったんだっけ、梨部会とか。梨部会との連携。 

鎌田主事 シードルについては、生産者個人でも･･･。 

（「個人でやっているのね」の声） 

我妻委員長 その人は部会員でしょう。 

この前、一緒に行ってもらって。梨部会の若い人たちとあんまり、ああ

いう意見交換も産振でもあんまりなかったんでしょう。直接にね。 

佐藤課長 なかったです。北浦梨部会さんは、なかなか先輩方の誤解があったんで

すけども若い方が新たにジョイント栽培とかなんとかという部分では若い

方々の発想でスタートするんですから。今年29年度はさらに若い方々をタ

ーゲットに鎌田が頑張っています。 

我妻委員長 いや、あのとき、一緒に行ってうんと感じたのね。確かに、さっきの組

織の組織のと言ったんじゃない。そしたらどうしても、大先輩の人ともこ

うなるわけね。すると組織との連携というとすぐそこ、イメージになるん

だよね。そこだけじゃなくて、梨部会に行って感じたのは、あの若い人た

ちが観光農園、やるんだったらやってもいいかなと、何人かね、出たりさ。

ただ、先輩の人たち、そういうところになかなかこう、踏み込もうという

意見ないんじゃない。その辺、若い人たちがこれからどういう意欲を持つ

のか、えらい大事な交流だったのかなと。そういうのがほかの一次産業の

人たちだって、俺こういうんだったらというのが、どうこう町のさっきの

取り組みの中にこう、そういう人たちの意見、集約したり共有化し合える、

そういう場をどうやってつくれるのかな、そんなのも考えていく必要があ

るのかなと。どうしても組織だけ、今までのやっと、あるじゃない。その

辺、どうやったらできるのか、なんかその辺も大事かなという。そういう

意味でさっき、組織の連携と言ったけど、どうしても、偉い人たちだけの

交流だから、そこから行かないんだよね。こう現場の人たちも。 

千葉議員 でも仕方がないんじゃないですか。人間のさがだから。 

佐藤課長 組織としてはそういう形になりますけども、例えば鎌田君が、同じ世代

の方々とやっぱり話し合うことは、そういう若い人たち話合えるというこ

とになりますから。それが重ねていけば、それなりに浸透はしてくるし、

考え方もこう町自体も変わってくると。 

我妻委員長 なんかね、そういう若い人たちのグループの交流みたいな企画してみる

というか、鎌田さん中心に。 

それから、これからのこういろんなヒントがなんかも、そういうところ

からいろんな発想なんかも出てくるのかなというふうに。 

もちろん先輩たちを無視するわけではないけどもね。 
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副委員長。 

山岸委員 一応、商品開発数20商品という目標値を掲げましたよね。この20商品

という目標を掲げた中身というか、具体的にどういうことを考えての20商

品というかね。 

小林補佐 第３章ということで、産業活性化なんですけども、20商品のそもそもの、

先は何を決めたかと言いますと、活性化施設のそこを向けて農業生産こう

していかなくちゃいけない。売る商品もこう、つくっていかなくちゃない、

それの目標として掲げたものです。 

山岸委員 そういう目標値が。なるほどね。 

当然、商品開発の目標だからね、それはそれなりの数を考えていかない

といけないと思うんだけど、私、いつも思うのはまず地元にあるもので勝

負をかけろよと。持続的に、継続的に生産、販売できるような、今現在、

私の知るかぎりでは、まず村上屋さん、まんじゅう１軒しかないんです。

美里町。それで六次産業でだんご作っているの、２カ所です。北浦のもち

べえさんとイーストファーム。（「そこにもだんご屋さん」の声）そこにも

だんご屋さん、個人の店もあるけども。商品としてね、納品できる体制を

整えているといったのは、その規模の人しかいませんよね。あと食品に限

らず、イノアックの製品も美里町内でつくっている、工場で作っている製

品、商品もありますよね。クミアイ化学では農薬つくっていますよね。あ

とは南郷には再生タイヤのブリジストンの会社もありますよね。これは私

の知る範囲内でもの言っているんだけど、そういう地元美里町内にある工

場だったり、そういうところでつくっている商品も私は絶対大切にしてい

かなくちゃいけないし、守っていかないといけないと私は常々思っている

んです。いつも商工会の立場でもの言うんだけど、それって非常に大切な

ことなのは雇用が入っているんです。雇用が。今、六次産業とあと農商工

連携という大前提でものをこういう会議を開いているんだけども、町とし

て基本的に地元で働いている、地元にある会社商品を出している、それは

絶対守っていかなくちゃいけないだろうと常々、思っているんです。だか

ら、この商品開発だから、あくまでも新しい商品だと思うけども、私は今

ここにすでに四つ、個人の店で発信している商品、これはもうすでに商品

開発。さらに今ある商品だって、美里町は何十年もやっている商品ですか

ら、それも美里町の顔にある程度なっていると思うから、これらも含めて

育成していくというか、継続して守っていく必要がある。そんなふうに思

っていますので、町の立場とするとさっきから議論されているように、そ

ういう事業主だとか、生産者さんに対してできることは限られていますよ

ね。私たち、もちろん十分わかっていますから、そこは。ただその中でど
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れだけ支援してそういう人たちを育成していったり、町として支援できる

かということだと思うんで。そのあと一生懸命それでやっていますかね、

産業振興課の立場でね。私の言いたいのは既存の今ある商品、それをぜひ

意識に入れていてほしいということです。その今つくっている会社にも商

品、新しい、村上さん何年か前に、ものすごくでかい餅つくったことがあ

るのね。それで東京かなんかに持って行って、完売したという話もあった

んだけど。だから同じまんじゅう屋さんでもいろんな開発する気ならでき

ると思うんだけど。ただ工場内での人員だとか、いろいろ毎日つくってい

る中でのそれの新しいものつくるようになると、また人手が必要だとか、

いろいろ当然、リスクを背負いながらやるわけですから。でもそういうこ

とも守っていかなくちゃならないと、支援していかなくちゃないと思いも

ありますので。 

以上、それを受け止めていただきたいと思います。 

我妻委員長 だいぶ受け止めてほしいことばかり言ってしまったのかもわからないけ

ど。 

重々、やっていることは受け止めながら言っていると思って聞いていた

だければと思いますけど。 

千葉委員 道が開けないこの苦しさくらい辛いことはないです。 

我妻委員長 なおさら、施設が先送りになったんで。そこに目指した意欲も少し弱く

なりかねしないかもしれないけど。そこに目指してね、やっぱりもっとも

っとこう。町の中の盛り上がりどうつくっていくかというのも大きいかと

思うんで。そのために我々、議会としてもどうサイドからできるのか、い

ろいろ議論をしていきたいと思いますんで。 

千葉議員 商業一番、いろんなスーパーきている人たち、みな買いに地元にずっと

昔からお世話になっていると限らないでしょう。これは普通ですよ。 

我妻委員長 前原委員。 

前原委員 私的には商売させてもらって、例えば今近々春まつりやるじゃないです

か、そのときに我々、売店出して、その中で売るものというのは、もちべ

えさんのだんごののぼりをたてて、村上屋のまんじゅう屋ののぼりをたて

て、星こんにゃくさんのこんにゃくを買って、地元なんです。あそこ素山

グラウンドで関連する人たちで野球をやるんですね。仙台方面ではけっこ

ういろんなところから来るんです。来ると山の神まんじゅうを買っていく

わけです。花丸まんじゅうを見てもそのとおりなんです。やっぱり地元の

人たちが地元のものをいかにＰＲするか、みんなで一生懸命やればできん

のかなあという部分は私は大きいと思っています。（「やって買ってもらわ

ないと」の声）だからそういうイベントのときとかね、自分たちでもって
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かないと駄目ですよ。 

以上です。    

我妻委員長 いろいろ意見を話させていただいて、これからもいろいろ意見を言いま

すし、聞かせていただいたり、お互い同じ方向に向かってやっていきたい

と思いますので、これからもよろしくお願いします。 

副委員長。 

山岸副委員長 みなさんも通常勤務の間にこういう席を設けていただいて、大変ご苦労

様でした。産業振興課のみなさんの努力とこういうことで進めているとい

うことも理解できましたし、議会としても当然町内に住んでますから、地

域活性化だとか経済とか常々考えていますので、議会も執行部も一緒にな

ってこういう町のまちづくりにつながりますので、しっかりとがんばって

いきたいと思いますので、職員のみなさんも大変ご苦労様ですけどもよろ

しくお願いします。今日はありがとうございました。 
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